
























UPDATING HOMES FOR A STATIONARY SOCIETY





　We are constantly changing our homes in our lives. As a result, the vacant house problem 
occurs.This design proposes a life that can be relocated in the area.People can fl exibly change 
their homes according to their family forms and lifestyles, and can choose a way to interact with 
others with their own sense of distance, thereby realizing a stationary society.
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　敏雄
５．結び
　住まい手が自分の生活に適した地に移り住むのではな
く、1つの地域内で様々な生活スタイルに合わせた住ま
いを設け、選択できることが定常型社会に繋がると考え
設計に取り組んだ。
　その際に、単に異なる器を多種設けるのではなく、住
民自身が生活に合わせて住まい空間を柔軟に変化させ、
自分の距離感で他者との関わり方を選択できることで
「地域コミュニティを感じる暮らし」が実現できるであ
ろう。
（２）住民がつくる生活の境界
　面的なものから生活の境界を考える。その際に公私の
境界を明確につくるのではなく、個人の生活の溢れ出し
を許容する空間を設ける。また、想定される生活の行為
に合わせて壁を柱や開口部に置換することで境界を曖昧
にする。
　こうして居住者によって構築された仮設的な境界は退
去の際には元に戻されることで新たな居住者に対して生
活の自由を再び与えることができる。
外部と連続した共用空間が、地域住民を引き込む
各住民の生活の振る舞いが、ファサードに表出する
壁によってできた隙間が住民同士の溜まり場となる
個人の生活空間
生活の溢れ出しを
許容する空間
生活の溢れ出しを
許容する空間
個人の生活空間
視線の抜け
物干し
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